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ＪＲ西日本あんしん社会財団 

平成 29年度ＡＥＤ訓練器等助成事業 

助成先団体が決定しました 
 

ＪＲ西日本あんしん社会財団では、「安全で安心できる社会」の実現に向け、平成 27年度より、

公募によるＡＥＤ訓練器等助成事業を実施し、救命処置の普及活動に取り組む団体を応援していま

す。このたび助成先団体が決定しましたので、お知らせします。 

 

■応募及び選考結果 
今回は、昨年を上回る 18件（器具希望数 43セット）の応募をいただきました。当財団の審査

委員会において厳正な審査を実施した結果、意欲ある団体が多かったことから募集時に予定して

いた助成予定数 16セットを上回る９件 17セットの助成を行うことを決定いたしました。（助成先

については別紙をご覧ください。） 
  

■初めて乳児・小児の訓練用人形を提供します  

これまでの助成先団体から要望をいただいていた、乳児・小児の訓練用人形を初めて提供（２

件３セット）し、子どもの救命処置の啓発にも取り組んでいただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回提供する予定の器具    昨年の訓練器等提供の模様  今後開催される講習会(ｲﾒｰｼﾞ) 

 

＜取材について＞ 

平成 29年３月末までに器具類の提供を行う予定です。提供する模様の取材をご希望される場合は、

下記までご連絡ください。 

ＪＲ西日本あんしん社会財団事務局 TEL:06-6375-3202 又は info@jrw-relief-f.or.jpまで 

 

 

公益財団法人ＪＲ西日本あんしん社会財団 

〒530-8341 大阪市北区芝田二丁目４-24 

TEL 06-6375-3202 FAX 06-6375-3229 

ＡＥＤ訓練器等の 

 助成先が決定！ 

TEL:06-6375-3202
mailto:info@jrw-relief-f.or.jp


〔別紙〕 

 

ＡＥＤ訓練器等の助成先一覧 

 （団体名 五十音順） 

団体名 セット数 主な活動など 

特定非営利活動法人       

エンゼルネット（京都市）  
１ 

日頃から防災・救命に力を入れている保育施設で

あり、児童や保護者、シルバーボランティアなど

の幅広い層に救命処置の大切さを啓発する。 

医療法人浩治会 介護老人保健施設

大今里ケアホーム（大阪市） 
１ 

施設に勤務する職員の救命処置の習得を皮切り

に、地域での救命処置啓発活動を通じて、地域社

会への貢献を目指して活動 

けあらん（神戸市） ２ 

介護施設や一般市民ならびに企業に向けて介護

の知識とともに、救命処置を多くの人に伝えるこ

とで、いのちの大切さを発信する。 

大東市立大東中学校（大東市） ３ 

全校挙げての「大東ＡＥＤプロジェクト」として、

「いのちの大切さ」「人を助ける勇気と力」をテ

ーマに救命処置の大切さを考える活動を実施 

垂水マミーズ（神戸市） ２ 

平成 27 年度に続き 2 回目の助成。特に子育て世

代やおじいちゃん・おばあちゃん世代に対し、小

児救命の普及啓発に力を入れて活動 

社会福祉法人  

月の輪学院（寝屋川市） 
１ 

社会的弱者の生活支援を担う施設として、職員が

命を守る術を習得するとともに、地域の住民への

講習を行い、広く普及啓発に取り組む。 

中仁野自治会自主防災会（姫路市） １ 

自然災害時の避難訓練とともに、防災・救命に関

わる活動を行っており、今後は近隣の自治会でも

救命啓発活動を計画 

Ｂ－ＮＥＴ＠ＳＡＩＤＡＩＪＩ 

（奈良市） 
３ 

地域の学校や住民への救命処置の普及啓発を通

じて、地域ぐるみで「たすけあいの心」をはぐく

み、いざという時の救命率の向上を目指す。 

防犯、防災および救護ボランティア

チームＴＥＣ安２（神戸市） 
３ 

神戸市消防局より講習実施団体として認定を受

けた団体で、小中高校生や高齢者介護施設での救

命普及活動に取り組んでいる。 

合計(９団体) 17  

※助成セット内容：ＡＥＤ訓練器、訓練用人形 

※垂水マミーズは、平成 27年度本事業での助成（３セット）に続き２回目の助成となります。 


